
　１月５日提出資料からの変更点（前回審議会で出された意見等への対応について）

政策 意見内容 反映状況

1-1
「自分事」の説明は「我が事丸ごと地域共生社会」で国が示している概念
を取り入れてはどうか。

ご指摘のとおり修正
　　国の概念を追記
　　国では、平成28年７月に設置した「我が事・丸ごと」地域共生社会実現本部の検討会において、「他人事」になり
　がちな地域づくりを地域住民が「我が事」として主体的に取り組む仕組みづくりの必要性を示した。社会福祉法が改
　正され、「我が事・丸ごと」の地域づくりを推進する体制づくりが市町村の役割として位置づけられた

1-2
行財政運営の

方針

廃校となった校舎を大学で使用できないか。デジタルアーカイブの拠点と
したい。

意見を受け修正
　　・1-2に「文化財等、地域資源のデジタル化による保存、伝承、活用」について追記
　　・行財政運営の方針に、未利用公共施設の「利活用」と　追記

1-3
いま社会教育が手薄。研修に送り込むなどして社会教育主事（教員）を育
成することなどを記載しては。

意見として承る（修正なし）
　　県教委は教員の社会教育主事講習への派遣はこれまでも実施しているところであるが、本市としては今後も校長会等
　で周知を図り1-3に記載の「学校・家庭・地域のそれぞれの教育力を生かしながら相互の連携を深め」ることによる社
　会教育の充実も図っていきたい。

1-3
「あらゆる関係団体」この表現だと書いても書かなくても同じでは。削除
するか表現を変えるかしたほうがよい。

ご指摘のとおり修正
　　「あらゆる」を削除

1-3
トップアスリートの育成は中学・高校生では遅い。幼児期からの育成につ
いて検討してほしい。

意見として承る（修正なし）
　　幼児期はまずは体を動かすことによる運動の楽しさを感じてもらうことが大切であり、その後の成長過程でさまざま
　なスポーツに触れながら自分に適した競技を見出すことが重要と考える。トップアスリートの育成は各競技団体を中心
　に取り組み、行政としては指導者や審判員の育成・養成に努めるなどの環境整備を図り、側面からの支援を担うという
　趣旨のため原案のとおりとさせていただきたい。

1-3
「インクルーシブ教育システム」は障がいのことに限らず、排除しないと
いう広い概念がある。表現を検討してはどうか。

ご指摘のとおり修正
　　説明を補強して追記
　　共生社会の形成に向けて障がいのある方と障がいのない方が相互に人格と個性を尊重し支え合い共に学ぶ仕組み

全体
3-1など

全体的に国際化に関する部分が弱い。障がい者だけでなく外国人のこと
も。例えば移住の分野などでもそういった人たちの受け皿となる視点が必
要では。

ご指摘のとおり修正
　　4-1 誰もがいきいきと暮らしやすいまち　【在住外国人の支援】
　　　「日本語学習や相談対応等を通して在住外国人が暮らしやすい環境づくりを進めます」を
　　　「異文化交流による相互理解を深め、誰もが暮らしやすい社会の実現を目指します」に　修正
意見として承る（修正なし）
　　3-1 移住者・定住者が増えるまち
　　　本政策シートは戦略的にターゲットを子育て世代、働き盛り世代の若者に絞った経緯があるため外国人については
　　特出しないが、対象には当然に外国人も含まれているとご理解いただきたい。

3-3
「中型いか釣り船」について、小型もあるので限定しないほうがよいので
はないか。

ご指摘のとおり修正
　　「中型」を削除

4-1など 「障がい」標記に関して統一を
ご指摘のとおり修正
　　1-3、4-2に「障害」標記あり。修正

4-3
健康寿命と平均寿命に差があることが問題。そのことが伝わるような表現
にすればわかりやすいのでは。

ご指摘のとおり修正
　　現状における課題を、「延び続ける平均寿命と健康寿命の差を縮めていく必要があります」と　修正

1-1
4-1
5-1

地域との協働や共創に関する成果指標の数字が多く出てくるが、数よりも
問われるのは市のスタンスではないか。すべての地域で一緒に考えていこ
うという市の姿勢を示すべきでは（内容の修正を求めるものではない）。

修正なし
　　5-1の協議の場づくりの結果が、4-1の支え合いの取組みにつながるもので、重ねて地域の負担を求めるものではない
　ことを、時期を捉えて地域に説明してまいります。

5-1

上記と同趣旨。
コミュニティも頑張るが市の支援もお願いしたい。
人材の配置やコミュニティの運営面の課題についても市が一緒に取り組ん
でいくような表現を入れたほうが地域にも伝わりやすいのではないか。

ご指摘のとおり修正
　　「コミュニティ振興会への支援（ひとづくり・まちづくり総合交付金等）」を
　　「コミュニティ振興会の運営等に対する支援（ひとづくり・まちづくり総合交付金等）」に　修正

5-3
この地域の沿岸域が地震の空白域。内陸に活断層もある。
子どもだけでなく大人にも防災教育は大切。記載してほしい。

ご指摘のとおり修正
　　住民の防災意識醸成を追記

6-1 計画のどこにも駅舎の改修に関することが書かれていない。
意見を受け修正
　　「酒田駅周辺等における環境整備の検討」と追記

表紙 ～大繁盛計画～
削除
　　ただし、印刷製本時にサブタイトルとしてレイアウトを検討します。

基本構想
めざすまちの姿を表す合言葉
どんどんしゃんしゃん
賑わいも暮らしやすさも共に創る（ともにつくる）公益のまち酒田

「どんどんしゃんしゃん」を削除
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